
　
５
・
１
メ
ー
デ
ー
を
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
イ
ラ
ン
―
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
を
掲
げ
て
闘
お
う
！
　
イ
ラ
ン

で
は
子
ど
も
を
殺
さ
れ
、
家
を
追
わ
れ
た
労
働
者
人
民
が
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
に
屈
せ
ず
闘
い
抜
い

て
い
る
。
在
日
イ
ラ
ン
の
人
々
が
連
日
、
米
大
使
館
に
抗
議
の
声
を
上
げ
、
街
頭
に
出
て
反
戦
の
闘
い
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
闘
う
イ
ラ
ン
・
中
東
人
民
と
連
帯
し
、
日
本
帝
国
主
義
・
高
市
の
イ
ラ
ン
侵
略
参
戦
を
絶
対
に
阻
止
し
よ

う
！
　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
世
界
の
再
支
配
を
か
け
て
中
国
侵
略
戦
争
に
突
入
し
、
高
市
は
ト
ラ
ン
プ
と
と
も
に

再
び
中
国
―
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
戦
争
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
「
世
界
戦
争
か
世
界
革
命

か
」
の
歴
史
選
択
を
か
け
た
闘
い
の
日
だ
。
労
働
者
の
国
際
連
帯
を
甦

よ
み
が
えら

せ
、
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
・
高
市
打
倒

の
６
・
14
反
戦
デ
モ
に
立
ち
上
が
ろ
う
！

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
残
虐
な
イ
ラ
ン

侵
略
戦
争
を
こ
れ
以
上
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
！

　
ト
ラ
ン
プ
は
「
望
ま
し
い
の

は
石
油
を
奪
う
こ
と
だ
」
と
い

う
帝
国
主
義
の
利
害
を
む
き
出

し
に
し
て
、
授
業
中
の
小
学
校

を
爆
撃
し
、
１
７
５
人
の
子
ど

も
と
教
職
員
を
虐
殺
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
は
病
院
や
橋
、
水
道
や

石
油
施
設
を
攻
撃
し
、
３
０
０

万
人
以
上
の
難
民
を
生
み
出
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
圧
倒
的
な

軍
事
力
で
イ
ラ
ン
の
全
港
湾
を

「
逆
封
鎖
」
し
て
、
イ
ラ
ン
を

経
済
的
に
締
め
上
げ
て
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
へ
の
全
面
屈
服
を

迫
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
ラ
ン
の

当
然
の
抵
抗
を
「
停
戦
合
意
違

反
」
だ
と
言
い
、「
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
」
を
航
行
す
る
イ
ラ
ン
貨

物
船
を
一
方
的
に
砲
撃
し
、
拘

束
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ト
ラ
ン

プ
は
、「
石
器
時
代
に
戻
す
」

「
文
明
を
滅
ぼ
す
」
と
核
兵
器

使
用
も
準
備
し
、
イ
ラ
ン
人
民

の
大
虐
殺
戦
争
に
踏
み
出
し
て

い
る
の
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
ト
ラ
ン

プ
は
イ
ラ
ン
の
反
米
政
権
を
転

覆
し
、
中
東
の
市
場
・
資
源
・

領
土
を
力
ず
く
で
奪
い
と
る
ま

で
ど
こ
ま
で
も
帝
国
主
義
侵
略

戦
争
を
激
化
さ
せ
る
以
外
に
な

い
。
労
働
者
階
級
人
民
の
巨
大

な
イ
ラ
ン
反
戦
闘
争
で
帝
国
主

義
を
打
倒
す
る
こ
と
が
こ
の
残

虐
な
侵
略
戦
争
を
止
め
る
唯
一

の
道
だ
。

　
何
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
イ

ラ
ン
反
戦
の
巨
大
な
デ
モ
は
、

こ
の
戦
争
を
止
め
る
決
定
的
な

闘
い
だ
。
日
本
帝
国
主
義
は
い

ま
や
世
界
最
大
の
イ
ラ
ン
侵
略

戦
争
の
参
戦
国
だ
。
日
米
安
保

同
盟
の
も
と
、
沖
縄
の
海
兵

隊
、
佐
世
保
の
強
襲
揚
陸
艦
、

横
須
賀
の
イ
ー
ジ
ス
艦
な
ど
の

米
軍
が
日
本
か
ら
出
撃
し
、
イ

ラ
ン
の
人
民
を
虐
殺
し
て
い
る

の
だ
。
日
本
帝
国
主
義
・
高
市

の
協
力
な
し
に
、
ト
ラ
ン
プ
は

一
日
も
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
を
継

続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
石
油
輸
入
の
９
割

を
中
東
に
依
存
す
る
日
本
帝
国

主
義
は
、
石
油
の
争
奪
戦
に
勝

ち
抜
く
た
め
に
自
衛
隊
の
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
へ
の
派
兵
を
狙
っ
て

い
る
。
イ
ラ
ン
・
中
東
諸
国
の

人
民
に
と
っ
て
、
石
油
は
帝
国

主
義
侵
略
戦
争
に
よ
る
植
民
地

支
配
と
民
族
抑
圧
に
よ
っ
て
奪

わ
れ
続
け
て
き
た
も
の
だ
。
イ

ラ
ン
の
人
民
が
「
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
」
を
盾
に
強
大
な
帝
国
主
義

の
侵
略
と
闘
う
の
は
当
然
の
権

利
で
あ
る
。
子
ど
も
を
殺
さ

れ
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
イ
ラ
ン

人
民
が
帝
国
主
義
に
屈
服
す
る

こ
と
は
決
し
て
な
い
。
ト
ラ
ン

プ
も
高
市
も
帝
国
主
義
の
存
亡

を
か
け
て
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
に

さ
ら
に
突
き
進
む
。
イ
ラ
ン
侵

略
戦
争
に
加
担
す
る
の
か
、
帝

国
主
義
の
侵
略
と
闘
う
イ
ラ
ン

・
中
東
人
民
と
と
も
に
反
戦
闘

争
に
立
ち
上
が
る
の
か
、
問
わ

れ
て
い
る
の
は
日
本
の
労
働
者

階
級
の
闘
い
だ
。

　「
平
和
な
デ
モ
」
だ
け
が
労

働
者
の
闘
い
で
は
な
い
。
戦
争

を
本
当
に
止
め
る
た
め
に
は
、

警
察
の
不
当
な
デ
モ
規
制
を
打

ち
破
り
、
国
会
や
首
相
官
邸
に

攻
め
上
り
、
ト
ラ
ン
プ
や
高
市

の
よ
う
な
帝
国
主
義
者
を
打
倒

す
る
内
乱
が
必
要
だ
。
パ
レ
ス

チ
ナ
や
イ
ラ
ン
・
中
東
諸
国
に

届
く
よ
う
な
巨
大
な
反
戦
デ

モ
、
ト
ラ
ン
プ
打
倒
に
立
ち
上

が
る
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
民
衆

に
届
く
よ
う
な
巨
大
な
実
力
デ

モ
を
つ
く
り
出
そ
う
！
　
６
月

14
日
、
東
京
・
芝
公
園
に
集
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
―
首
相

官
邸
を
イ
ラ
ン
反
戦
の
怒
り
で

包
囲
し
、
ト
ラ
ン
プ
・
高
市
を

打
倒
し
よ
う
！

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
自
ら

の
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
に
必

要
と
し
て
き
た
「
国
際
秩
序
」

を
自
ら
破
壊
し
、
世
界
中
で
戦

争
に
踏
み
出
し
て
い
る
。
そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
、
戦
後
世
界

体
制
の
基
軸
国
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
が
歴
史
的
大
没
落

を
開
始
し
、
再
び
世
界
の
支
配

国
と
し
て
登
場
す
る
た
め
に
中

国
を
転
覆
・
打
倒
す
る
侵
略
戦

争
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た

米
国
家
安
全
保
障
戦
略
（
Ｎ
Ｓ

Ｓ
）
は
、「
今
後
数
十
年
に
わ

た
り
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
で
最

も
豊
か
で
力
に
満
ち
成
功
し
た

�

（
２
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結
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反
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イラン―中国侵略戦争阻止を
労
働
者
国
際
連
帯
の
闘
い
で

戦
争
の
元
凶
＝帝
国
主
義
倒
せ

労
働
者
こ
そ
反
戦
の
先
頭
に

５・1新宿反戦メーデー
　５月１日（金）
　◎集会　午後２時
            　新宿駅東口広場
　◎デモ　３時
　主催：５・１闘うメーデー実行委員会
　呼びかけ：東京労組交流センター
■大阪
　５月１日（金）
　◎集会　午後６時
            　扇町公園南西角
　◎デモ　７時
　主催：関西労組交流センター
■広島
　５月１日（金）
　◎集会　午後６時
               原爆ドーム前
　◎デモ　６時30分
　主催：広島県労組交流センター

イラン侵略戦争許すな！
帝国主義侵略戦争を阻止し、
トランプ・高市を倒せ！

世
界
戦
争
を
世
界
革
命
へ
！

高
市
打
倒
６・14
首
相
官
邸
大
デ
モ
へ

６・14
全
国
闘
争 

首
相
官
邸
大
デ
モ

６
月
１４
日（
日
）
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　

東
京・芝
公
園
２３
号
地

主
催
　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進

イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
阻
止
！
ト
ラ
ン
プ
・
高
市
打
倒
！

改
憲
阻
止
！
日
米
安
保
＝
戦
争
同
盟
粉
砕
！

中
国
侵
略
戦
争
―
世
界
戦
争
と
め
よ
う
！

2026年メーデーアピール女
性
の
怒
り
先
頭
に
３
・
８
国
際
婦
人
デ
ー
闘
争
で
反
戦

デ
モ
に
決
起
（
東
京
都
新
宿
区
）



国
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
と

い
う
立
場
か
ら
、
中
国
を
明
確

に
意
識
し
て
「
台
湾
を
奪
取
す

る
い
か
な
る
試
み
も
阻
止
す

る
」
と
明
記
し
た
。
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
は
、
自
ら
の
地
位
を

脅
か
す
ま
で
に
巨
大
化
し
た
中

国
を
こ
れ
以
上
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

泥
沼
化
、
ガ
ザ
大
虐
殺
の
激

化
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
侵
攻
と

キ
ュ
ー
バ
へ
の
軍
事
作
戦
の
準

備
、
そ
し
て
今
回
の
イ
ラ
ン
侵

略
戦
争
の
開
始
は
、
す
べ
て
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略

戦
争
へ
の
本
格
的
突
入
と
し
て

一
体
的
に
進
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
ト
ラ
ン
プ
は
、
27
会

計
年
度
の
国
防
関
連
予
算
を
過

去
最
大
規
模
の
１
兆
５
千
億
㌦

（
約
２
４
０
兆
円
）
と
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
そ
の
額
は
中

国
の
国
防
予
算
の
実
に
６
倍
近

く
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
「
保

育
や
医
療
よ
り
軍
事
費
を
優
先

す
べ
き
」
と
主
張
し
、
労
働
者

の
生
活
を
も
犠
牲
に
し
、
文
字

通
り
国
家
の
総
力
を
挙
げ
て
中

国
に
攻
め
か
か
ろ
う
と
し
て
い

る
の
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、

「
誠
意
と
信
義
を
も
っ
て
向
き

合
え
ば
、
中
国
と
米
国
は
健
全

で
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
発

展
が
で
き
る
」（
王
毅
外
相
）

な
ど
と
述
べ
、
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
国
と
し
て
ど
こ
ま
で
も
帝
国

主
義
と
の
「
平
和
共
存
」
を
求

め
て
延
命
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
イ

ラ
ン
侵
略
戦
争
に
世
界
中
の
労

働
者
人
民
が
怒
り
を
も
っ
て
立

ち
上
が
っ
て
い
る
こ
の
時
に
、

帝
国
主
義
打
倒
を
裏
切
る
反
革

命
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
は
生
き
残
り
を
か
け
て
「
第

１
列
島
線
（
九
州
・
沖
縄
―
台

湾
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
強
力
な

拒
否
防
衛
体
制
を
構
築
」（
26

年
米
国
家
防
衛
戦
略
）
し
、
中

国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
が
「
核
心

的
利
益
の
核
心
」
と
す
る
「
台

湾
の
統
一
」
を
阻
止
し
、
台
湾

を
米
帝
の
勢
力
圏
と
し
て
奪
い

取
る
こ
と
を
通
し
て
、
中
国
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
を
打
倒
す
る
侵

略
戦
争
に
も
は
や
後
戻
り
す
る

こ
と
な
く
全
面
的
に
突
入
し
て

い
る
。
中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

も
ま
た
、
自
ら
の
延
命
の
た
め

に
は
帝
国
主
義
に
軍
事
力
を
も

っ
て
対
抗
し
、
帝
国
主
義
の
台

湾
強
奪
に
対
し
台
湾
の
「
武
力

解
放
」
を
対
置
す
る
以
外
に
な

い
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
の
侵
略

戦
争
を
阻
止
す
る
ど
こ
ろ
か
、

帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
に
格
好

の
口
実
を
与
え
、
そ
れ
を
促
進

し
て
い
く
も
の
と
な
る
。

　
中
国
侵
略
戦
争
と
は
、
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
と
中
国
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
が
真
正
面
か
ら
激
突

す
る
戦
争
で
あ
り
、
世
界
戦
争

・
核
戦
争
が
避
け
ら
れ
な
い
大

変
な
戦
争
と
し
て
現
に
進
行
し

て
い
る
。
こ
れ
を
止
め
る
唯
一

の
道
は
、
帝
国
主
義
打
倒
の
革

命
に
立
ち
上
が
る
こ
と
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
帝
国
主
義
打
倒

の
闘
い
を
圧
殺
す
る
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
も
打
倒
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
６
・
14
反
戦
デ
モ

を
、「
イ
ラ
ン
―
中
国
侵
略
戦

争
阻
止
！
　
帝
国
主
義
を
打
倒

し
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
打
倒

し
て
世
界
戦
争
を
世
界
革
命
に

転
化
し
よ
う
！
」
と
全
世
界
の

労
働
者
階
級
に
呼
び
か
け
る
歴

史
的
闘
い
の
日
と
し
よ
う
。

安
保
・
沖
縄
闘
争
の
爆
発
を
か

ち
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
中
国
侵
略

戦
争
阻
止
の
反
戦
闘
争
に
、

「
闘
う
中
国
人
民
・
ア
ジ
ア
人

民
と
の
連
帯
」
を
貫
く
こ
と
で

あ
る
。
日
本
帝
国
主
義
は
ア
ジ

ア
で
唯
一
の
帝
国
主
義
と
し
て

１
８
９
５
年
か
ら
50
年
間
、
台

湾
を
植
民
地
と
し
、
１
９
１
０

年
か
ら
朝
鮮
を
35
年
間
、
植
民

地
支
配
し
て
き
た
。
戦
後
も
日

帝
は
、
日
米
安
保
の
巨
大
な
軍

事
力
を
背
景
に
し
て
、
中
国
―

ア
ジ
ア
に
巨
大
な
投
資
を
し
、

ア
ジ
ア
の
労
働
者
を
低
賃
金
で

搾
取
し
て
膨
大
な
「
超
過
利

潤
」
を
獲
得
し
て
延
命
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
高
市
政
権
は
、「
強

固
な
防
衛
産
業
を
保
持
す
る
こ

と
は
、
我
が
国
の
国
益
に
か
な

う
」
と
し
て
防
衛
産
業
を
「
成

長
産
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

軍
需
経
済
へ
と
の
め
り
込
も
う

と
し
て
い
る
。
連
合
は
26
春
闘

で
「
５
％
以
上
」
の
賃
上
げ
目

標
を
達
成
し
た
と
発
表
し
た
。

し
か
し
、「
満
額
回
答
」
を
打

ち
出
し
た
大
手
企
業
の
多
く
が

防
衛
産
業
だ
。
殺
人
兵
器
の
製

造
や
戦
争
協
力
で
得
た
利
益
の

分
け
前
を
求
め
、
労
働
者
を
戦

争
へ
と
動
員
す
る
連
合
の
産
業

報
国
会
化
を
打
ち
破
り
、
中
国

侵
略
戦
争
阻
止
を
労
働
組
合
の

第
一
の
課
題
と
し
て
闘
お
う
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回

闘
争
を
闘
う
動
労
千
葉
は
、

「
反
戦
声
明
」
を
発
し
て
春
闘

ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ

た
。
動
労
千
葉
は
「
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
戦
争
を
阻
止
す
べ
く
、

侵
略
の
最
中
に
あ
る
イ
ラ
ン
の

労
働
者
民
衆
、
不
屈
の
抵
抗
を

続
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
、
圧

政
に
苦
し
む
ア
ジ
ア
―
世
界
の

民
衆
と
連
帯
し
、
力
を
合
わ
せ

て
戦
争
反
対
の
闘
い
に
立
ち
上

が
る
」
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の

「
反
戦
声
明
」
は
在
日
イ
ラ
ン

人
の
仲
間
に
よ
っ
て
ペ
ル
シ
ャ

語
に
翻
訳
さ
れ
、
た
だ
ち
に
全

世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

　「
闘
う
中
国
人
民
・
ア
ジ
ア

人
民
と
の
連
帯
」
を
掲
げ
た
日

本
の
労
働
者
階
級
人
民
の
命
が

け
の
反
戦
決
起
は
、
中
国
、
朝

鮮
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の
労
働
者

の
間
に
真
に
国
際
的
で
階
級
的

な
団
結
を
必
ず
や
つ
く
り
出

す
。
そ
れ
は
、
中
国
侵
略
戦
争

阻
止
・
日
帝
打
倒
の
闘
い
と
、

中
国
の
労
働
者
階
級
人
民
の
中

国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
打
倒
の
革

命
と
の
合
流
を
つ
く
り
出
し
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
の
決

定
的
突
破
口
を
切
り
開
く
闘
い

と
な
る
。

　
労
働
者
の
デ
モ
や
ス
ト
ラ
イ

キ
が
帝
国
主
義
打
倒
へ
と
発
展

す
る
こ
と
に
恐
怖
し
、
労
働
者

の
革
命
へ
の
決
起
を
圧
殺
す
る

日
本
共
産
党
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

を
打
倒
し
よ
う
。
労
働
者
階
級

の
怒
り
を
解
き
放
ち
、
日
本
帝

国
主
義
の
中
国
侵
略
戦
争
を
帝

国
主
義
打
倒
の
内
乱
に
転
化
し

よ
う
！
　
６
・
14
芝
公
園
に
全

国
か
ら
結
集
し
、
高
市
を
打
倒

す
る
巨
大
な
反
戦
デ
モ
を
闘
お

う
！

　
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
が
人
類
を

破
滅
さ
せ
る
よ
う
な
中
国
侵
略

戦
争
―
世
界
戦
争
へ
と
行
き
着

い
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
を
阻

止
す
る
の
か
が
今
ま
さ
に
わ
れ

わ
れ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
、
中

国
侵
略
戦
争
に
お
い
て
、「
第

１
列
島
線
」
を
「
死
守
す
る
」

そ
の
「
第
一
次
的
責
任
」
は
日

本
に
あ
る
と
し
て
、「
米
軍
に

よ
る
港
湾
・
空
港
そ
の
他
の
施

設
の
自
由
使
用
」「
防
衛
費
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
５

％
へ
の
増
加
」「
侵
略
抑
止
を

目
的
と
す
る
能
力
（
継
戦
能
力

・
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
へ
の
投

資
」
な
ど
、
従
来
の
レ
ベ
ル
を

は
る
か
に
超
え
る
要
求
を
突
き

付
け
て
い
る
。

　
高
市
は
「
自
ら
の
国
を
自
ら

の
手
で
守
る
。
そ
の
覚
悟
な
き

国
を
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
」

と
言
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
の
戦
略
を
逆
手
に
取
り
、
殺

傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出
の
全

面
解
禁
、「
長
期
戦
へ
の
備

え
」
に
対
応
し
た
安
保
３
文
書

の
抜
本
改
定
、
そ
し
て
９
条
改

憲
に
い
た
る
ま
で
、
単
独
で
で

も
戦
争
が
で
き
る
巨
大
な
軍
事

国
家
を
「
高
支
持
率
」
を
背
景

に
し
て
一
気
に
つ
く
り
出
そ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
、

反
戦
闘
争
を
弾
圧
す
る
た
め
に

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
や
「
国
旗

損
壊
罪
」
の
成
立
に
向
け
て
猛

然
と
動
き
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
本
帝
国
主
義
・
高
市

を
打
倒
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
延
命
を
か
け
た

中
国
侵
略
戦
争
―
世
界
戦
争
を

阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
の
労
働
者
階
級
人
民
の
反
戦

決
起
は
、
世
界
の
労
働
者
階
級

人
民
の
未
来
を
決
め
る
決
定
的

な
位
置
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

と
り
わ
け
、
中
国
侵
略
戦
争
の

最
前
線
に
立
た
さ
れ
る
沖
縄
―

日
本
全
土
で
の
反
基
地
闘
争
、

（
１
面
か
ら
続
く
）

前　　　　　　　　　　　　　進 （２）２０２６年５月１日（金曜日） （第三種郵便物認可） 号 外

連合倒し巨万の反戦決起を
ア
ジ
ア
人
民
と
の
連
帯
貫
き

■
５
月
16
日（
土
）

◎
「
復
帰
」54
年
５・１５
沖
縄
集
会

　
午
後
６
時
30
分
開
始

　
沖
縄
船
員
会
館
２
Ｆ
ホ
ー
ル

◎
国
際
通
り
デ
モ　
午
後
４
時　
県
庁
前
集
合

■
５
月
17
日（
日
）

◎
嘉
手
納
基
地
抗
議
デ
モ　
午
後
０
時
30
分

　
沖
縄
市・胡
屋
十
字
路

◎
勝
連
分
屯
地
抗
議
闘
争　
午
後
３
時

　
陸
自
勝
連
分
屯
地
正
門
前

■
５
月
18
日（
月
）

◎
辺
野
古
現
地
闘
争　
午
前
８
時
30
分

　
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前

◎
那
覇
駐
屯
地
抗
議
闘
争

　
午
後
０
時
30
分　
陸
自
那
覇
駐
屯
地
正
門
前

主
催
　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
沖
縄

（
那
覇
市
前
島
３
―
25
―
50
）

米
日
の
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
！
沖
縄
を
戦
場
に
す
る
な

日
米
安
保
＝
戦
争
同
盟
粉
砕
！
ト
ラ
ン
プ
・
高
市
倒
そ
う
　

「復
帰
」５４
年
５・１５
沖
縄
闘
争

2025年５月19日
辺野古ゲート前

反戦春闘ストライキに立つ動労千葉。機能保全業務の外注化粉砕を
掲げ、ＪＲ東日本・京葉車両センター前で抗議（４月１日　千葉市）

「イラン人民虐殺やめろ！」。イラン侵略の出撃拠点＝米海
軍横須賀基地に怒りのデモ（４月４日　神奈川県横須賀市）




